
令和４年度 
（令和４年１月～令和４年１２月） 
  作成日：令和５年３月３１日 

ＤＡＩＷＡ 
株式会社 ダイワ 



環境経営方針 

株式会社ダイワは、事業としての可能性を考え廃棄物の埋立てと単純 
焼却を削減し、リサイクルを行っていく環境問題を考慮した最善の方法 
で、自然環境の保全に努め、限りある資源と住みよい地球環境を次世代 
に継承していく循環型の社会を目指した企業活動を積極的に行います。 

行 動 指 針 
１．事業活動において環境経営システムを構築し、環境への影響を考慮して 
  以下の事項を重点的に取組み、改善に努めます。 
 
（１）車両の運行に伴う二酸化炭素の排出量を抑制する。 
 
（２）事業に伴う電気・燃料の消費量を抑制する。 
 
（３）廃棄物は厳選な管理、適正な処理・処分をし、３Ｒを実行する。 
 
（４）事業所内での水の使用量を抑制する。 
 
（５）グリーン購入の推進を行う。 
 
２．環境関連法規制を順守し、社内の環境保全レベルの向上を目指します。 
 
３．環境保全活動を進める為、従業員に環境方針・目標を周知し環境保全 
  意識を向上させ活動体制を整えます。 
 
４．環境活動レポートを作成し、取り組み実績を一般公表します。 
 
５. 環境経営の継続的改善を誓約する。 
 
６．循環型社会形成に寄与する為、リサイクル率の向上を目指します。  

令和３年１２月１０日 改訂 
株式会社ダイワ 
 
代表取締役 里 茂樹 



１．組織の概要 

（１）事業所名      株式会社ダイワ 
   代表者氏名    代表取締役 里 茂樹 
 

（２）所在地        鳥越工場（本店） 
               〒８００－０３０４ 
               福岡県京都郡苅田町鳥越町１－７７ 
 

（３）関連事業所     松原作業所 
               〒８００－０３０１ 
               福岡県京都郡苅田町松原町２１－４ 
 

               構内事業所 
               〒８００－０３０１ 
               福岡県京都郡苅田町松原町１２ 
 

               北九州工場 
               〒８０７－００４８ 
               福岡県遠賀郡水巻町吉田南４丁目６番１７号 
 
 

（４）環境管理責任者   
   担当者氏名      経営統括室 里 茜 
                ＴＥＬ：０９３－４３４－３３３３ 
                ＦＡＸ：０９３－４３４－５１４９ 
                Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｄａｉｗａ－ｆｕｋｕｏｋａ．ｃｏｍ 
 

（５）事業内容       ・産業廃棄物中間処理業 
                 ※苅田町より一部業務委託あり 
                ・産業廃棄物収集運搬業 
                ・港湾荷役作業 
 

（６）認証・登録範囲   全組織・全活動 



（７）会社沿革    昭和３６年４月  
              (有)ダイワ商会として土木建設用資材の 
              販売及び土木工事業を苅田町にて始める。 
             昭和４２年 
              豊国セメント（現三菱マテリアル）の構内 
              作業及び原料運搬を始める。 
             平成９年４月 
              (株)ダイワに組織変更。産業廃棄物の収集 
              運搬及び中間処理業務を始める。 
             平成２０年２月 
              苅田町鳥越町に新工場及び新事務所を構える。 
             平成２０年６月 
              新工場稼働開始 
             平成２１年２月 
              エコアクション２１認証取得 
             平成２２年７月 
              北九州事業所設立 
             平成２５年２月 
              エコアクション２１全社認証完了 
             平成２８年１月 
              環境事業部 鳥越、北九州事業所を 
              工場へと名称変更 
             令和２年３月 
              代表取締役変更               
 

 



（８）事業の規模     法人設立年月日  平成９年４月１日 
               資本金３０００万円 

単位 
令和２年度 
１月～１２月 

令和３年度 
１月～１２月 

令和４年度 
１月～１２月 

売上高 百万円 ９３４ ９６８ ８９２ 

従業員数 人 ８７ ８９ ８１ 

床面積 ㎡ ４４２９ ４４２９ ４４２９ 

事業年度：令和４年１月～令和４年１２月 

（９）許可内容、保有車両 

産業廃棄物 
収集運搬業 

許可品目 

都道 
府県 

積
保 

許可番号 
許可年月日 
許可の有効年月日 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
く
ず
等 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ダ
ス
ト
類 

ゴ
ム
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

福岡県 無 4000041443 
令和3年7月18日 
令和８年7月17日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

佐賀県 無 4101041443 
令和元年7月12日 
令和6年7月11日 

● ● ● ● ● 

長崎県 無 4200041443 
令和４年5月7日 
令和９年5月6日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

大分県 無 4408041443 
令和４年1月8日 
令和9年1月7日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

熊本県 無 4305041443 
令和元年6月18日 
令和6年6月17日 

● ● ● ● ● 

山口県 無 3500041443 
平成30年3月17日 
平成35年3月16日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

鹿児島県 無 4606041443 
令和元年12月10日 
令和6年12月 9日 

● ● ● ● ● ● 

宮崎県 無 4500041443 
令和2年1月7日 
令和7年1月6日 

● ● ● ● ● ● 

※従業員人数はエコアクションの活動人数を示しています。 



産業廃棄物（中間処理業） 許可品目 

都道府県 許可番号 
許可年月日 
許可の有効年月日 

廃
プ
ラ

 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
く
ず
等 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ダ
ス
ト
類 

ゴ
ム
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

福岡県 4000041443 
令和4年5月28日 
令和9年5月27日 

● ● ● ● ● ● ● ● 

設備の種類、処理能力、処理方式、構造等 

施設の種類名 処理能力 処理方式 主な構造 

破 砕 施 設 ① 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類   
紙 く ず         
木 く ず         
繊 維 く ず             

         

2 . 4 8 ｔ /日 
1 . 9 1 ｔ /日 
2 . 7 2 ｔ /日 
0 . 5 9 ｔ /日 

 

二軸破砕 スターデルタ 

破 砕 施 設 ② 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類  
紙 く ず         
木 く ず 
繊 維 く ず 
ゴ ム く ず     
金 属 く ず       
ガ ラ ス く ず 等 
が れ き 類         

3 1 . 3 ｔ /日 
1 8 . 9 ｔ /日 
2 1 . 9 ｔ /日 
5 . 4 1 ｔ /日 
1 4 . 2 ｔ /日 
2 2 . 9 ｔ /日 
2 3 . 7 ｔ /日 
2 0 . 0 ｔ /日 

一軸破砕 スターデルタ 

破 砕 施 設 ③ 
ガ ラ ス く ず 等     
（ 石 膏 ボ ー ド に 限 る ） 

4 . 5 9 ｔ /日 破砕、分離 － 

破 砕 施 設 ④ 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類   
紙 く ず         
木 く ず         
繊 維 く ず       
金 属 く ず       
ガ ラ ス く ず 等 
ゴ ム く ず     
が れ き 類       

4 . 3 1 ｔ /日 
2 . 4 9 ｔ /日 
3 . 8 0 ｔ /日 
1 . 0 6 ｔ /日 
4 . 2 9 ｔ /日 
4 . 6 1 ｔ /日 
2 . 8 7 ｔ /日 
4 . 2 6 ｔ /日 

一軸破砕 スターデルタ 

圧 縮 固 化 施 設 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 
紙 く ず 
木 く ず 
繊 維 く ず 

2 . 4 7 ｔ /日 圧縮、固化 摩擦減容 

選 別 施 設 ① 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 
金 属 く ず 
ガ ラ ス く ず 等 
紙 く ず        
木 く ず           
繊 維 く ず 
ゴ ム く ず 
が れ き 類 

3 0 . 2 ｔ /日 機械、手選別 
定量供給機、振動篩機 
風力選別機、磁選機 

選 別 施 設 ② 
 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 
金 属 く ず 
ガ ラ ス く ず 等 
紙 く ず        
木 く ず           
繊 維 く ず 
ゴ ム く ず 
が れ き 類 

5 6 . 8 ｔ /日 機械、手選別 
振動篩機 
磁選機・コンベアー 

圧 縮 施 設 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類   
紙 く ず 
木 く ず 
繊 維 く ず       

7 9 ｔ / 日 圧縮 
搬送コンベア、圧縮機 
六面梱包機 



車両一覧 

車両形式 保有台数 環境保全対策 管理部所 

1 ｔ 車 1台 排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 

環境事業部 

軽 ト ラ ッ ク 1台 － 

2 ｔ ア ー ム ロ ー ル 車 2台 
排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 
騒 音 規 制 車 

3 . 5 ｔ ウ イ ン グ 車 1台 エ コ ド ラ イ ブ 機 能 付 

4 ｔ プ レ ス ロ ー ダ ー 車 2台 排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 

4 ｔ ア ー ム ロ ー ル 車 7台 
排 気 ガ ス 抑 制 車 
騒 音 規 制 車 
エ コ ド ラ イ ブ 機 能 付 

4 ｔ ク ラ ム 車 2台 騒 音 規 制 車 

8 ｔ ﾌ ﾟ ﾚ ｽ 車 1台 排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 

8 ｔ ア ー ム ロ ー ル 車 1台 
排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 
騒 音 規 制 車 

1 0 ｔ ウ イ ン グ 車 2台 速 度 抑 制 装 置 付 車 

1 0 ｔ ア ー ム ロ ー ル 車 3台 
排 気 ガ ス 排 出 抑 制 車 
騒 音 規 制 車 

1 0 ｔ ダ ン プ 車 10台 速 度 抑 制 装 置 付 車 

構内事業部 

1 0 ｔ 散 水 車 1台 速 度 抑 制 装 置 付 車 

1 0 ｔ 平 台 車 1台 速 度 抑 制 装 置 付 車 

2 ｔ ダ ン プ 車 1台 － 

Ｗ ｷ ｬ ﾌ ﾞ 車 1台 － 

ミ ニ キ ャ ブ 車 1台 － 

1 ｔ ロ ー リ ー 車 1台 － 

粉 流 体 運 搬 車 1台 速 度 抑 制 装 置 付 車 

4 ｔ 散 水 車 1台 Ｈ 2 7年度燃費基準達成車 

荷役機械一覧 
車両形式 保有台数 環境保全対策 管理部所 

フォークリフト 4台 － 

環境事業部 

ベールクランプリフト 2台 － 

油圧ショベル 8台 － 

ショベルローダー 4台 － 

スイーパー 2台 

フォークリフト 1台 － 

構内事業部 油圧ショベル 5台 － 

ショベルローダー 8台 － 



（１０）処理工程図 

受入れ 

 ・廃プラスチック類       ・がれき類 
 ・木くず               ・繊維くず 
 ・紙くず               ・ゴムくず 

                       ・金属くず                      
                       ・ガラスくず等               

処理前選別 

破砕 

・サーマルリサイクル 
・マテリアルリサイクル 

・売却 
・焼却 
・埋立 

圧縮 圧縮固化 

・サーマルリサイクル 
・マテリアルリサイクル 

・売却 

・サーマルリサイクル 
・マテリアルリサイクル 

環境事業部 鳥越工場 

受入れ 

 ・廃プラスチック類       ・がれき類 
 ・木くず               ・繊維くず 
 ・紙くず               ・ゴムくず 

                       ・金属くず                      
                       ・ガラスくず等               

処理前選別 

破砕 

・サーマルリサイクル 
・マテリアルリサイクル 

・売却 
・埋立 
・焼却 

・マテリアルリサイクル 
・埋立 
・焼却 

・サーマルリサイクル 
・売却 
・埋立 

破砕（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ） 選別 

環境事業部 北九州工場 



松原作業所 

構内事業部 

（１１）組織図 

鳥越工場 北九州工場 

環境事業部 

取締役会 

代表取締役社長 

株主総会 

本店・経営統括室 



（１２）実施体制      

代表取締役 
里 茂樹 

環境管理責任者 
里 茜 

 
ＥＡ２１委員会 

第３土曜日に開催 
 

環境事業部 本店 

 
ＥＡ２１事務局 
池本 早苗 

 

構内事業所 

北九州工場 鳥越工場 

氏名 所属・役職 役割・責任・権限 

里 茂樹 代表取締役  全体統括、環境方針の策定、全体の評価と見直し 

里 茜 環境管理責任者 
 環境管理責任者として、環境システムの構築・運営を行い、    
 その状況を社長に報告する 

  ＥＡ２１委員会 
 環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を審議 
 する 

池本 早苗 
ＥＡ２１事務局  ＥＡ２１文章、及び記録類の作成・維持・管理 

本店 

 各活動の取りまとめ、ＥＡ２１委員会での報告 

環境事業部 
鳥越工場 

構内事業所 

環境事業部 
北九州工場 



（１４）廃棄物処理料金 廃棄物処理料金につきましては、種類、数量 
                距離により計算致します。当社営業までご相 
                談ください。無料にてお見積り致します。 

連絡先 
鳥 越 工 場  ：093-434-3333(工場系廃棄物） 
北九州工場：093-701-8800（建設系廃棄物） 

（１３）処理実績     令和4年度処理実績 
                                         収集運搬実績量    ： ９，３３５.７２t 
              中間処理実績量    ：１０，２２２.９３ｔ 
               
 
              事業所別リサイクル率 
              鳥越工場     
              中間処理：５，５０２.６３t（最終処分：261.85t） 
              リサイクル率 ：９５．２５% 
                  
              北九州工場 
              中間処理：４，７２０.３t（最終処分2,879.04：t) 
 
              リサイクル率 ：３９．０１% 



NO 環境目標  基準値 

年度別環境目標 

 R4年度 
（1月～12月） 

R5年度 
（1月～12月） 

 R6年度 
（1月～12月） 

1 
CO2排出量の削減（電気） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

１３９．４６ ※ 
（2021年基準） 

１３６．５１ １３６．５１ １３６．５１ 

2 
CO2排出量の削減（燃料） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

１３５６．６ 
（2019年基準） 

１３２５．４ １３２５．４ １３２５．４ 

3 
廃棄物排出量の削減 
    （ｋｇ/人） 

１．０４ 
（2021年基準） 

１．０３ １．０３ １．０３ 

4 
水の使用量の削減 
  （㎥/百万円） 

０．９４ 
（2019年基準） 

０．９３ ０．９３ ０．９３ 

令和4年度 全社目標 

２．環境目標 

弊社は、エコアクション２１に基づく環境経営システムを構築し、平成 
２０年１月から環境活動に取り組んでいます。また、Ｈ２４年度に全社 
認証取得を行いました。全社環境目標は以下の通りです。 

※購入電力の二酸化炭素排出係数については、九州電力の平成２５年度実排出係数（0.613kg-CO2／kWh）を使用しています。 

NO 環境目標  基準値 

年度別環境目標 

 R4年度 
（1月～12月） 

 R5年度 
（1月～12月） 

 R6年度 
（1月～12月） 

1 
CO2排出量の削減（電気） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

250.1 
（2021年基準） 

２５０．１ ２５０．１ ２５０．１ 

2 
CO2排出量の削減（燃料） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

1114.3 
（2021年基準） 

１１１４．３ １１１４．３ １１１４．３ 

3 
廃棄物排出量の削減 
    （ｋｇ/人） 

1.19 
(2021年基準） 

１．１９ １．１９ １．１９ 

4 
水の使用量の削減 
  （㎥/百万円） 

1.63 
（2019年基準） 

１．５６ １．５６ １．５６ 

5 リサイクル率の向上 
90％以上 

(2015年基準） 
90％以上 90％以上 90％以上 

（1）鳥越工場 

※目標の数値はすべて月平均となります。 

※目標の数値はすべて月平均となります。 



NO 環境目標  基準値 

年度別環境目標 

R4年度 
（1月～12月） 

 R5年度 
（1月～12月） 

 R6年度 
（1月～12月） 

1 
CO2排出量の削減（電気） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

191.0   
（2020年基準） 

１８７．１ １８７．１ １８７．１ 

2 
CO2排出量の削減（燃料） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

1092.7 
（2020年基準） 

１０７０．８ １０７０．８ １０７０．８ 

3 
廃棄物排出量の削減 
    （ｋｇ/人） 

1.00 
(2019年基準） 

０．８６ ０．８６ ０．８６ 

4 
水の使用量の削減 
  （㎥/百万円） 

0.67 
(2019年基準） 

０．５６ ０．５６ ０．５６ 

5 リサイクル率の向上 
54％以上 

(2015年基準） 
６０％以上 ６０％以上 ６０％以上 

（2）北九州工場 

（3）構内事業所 

NO 環境目標  基準値 

年度別環境目標 

R4年度 
（1月～12月） 

 R5年度 
（1月～12月） 

 R6年度 
（1月～12月） 

1 
CO2排出量の削減（電気） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

27.1    
（2021年基準） 

２７．１ ２７．１ ２７．１ 

2 
CO2排出量の削減（燃料） 
  （ｋｇ-CO2/百万円） 

1757.6  
（2017年基準） 

１６３６．０ １６３６．０ １６３６．０ 

3 
廃棄物排出量の削減 
    （ｋｇ/人） 

1.12 
(2018年基準） 

１．０７ １．０７ １．０７ 

4 
水の使用量の削減 
  （㎥/百万円） 

0.74 
（2021年基準） 

０．７４ ０．７４ ０．７４ 

※目標の数値はすべて月平均となります。 

※目標の数値はすべて月平均となります。 



３．主な環境活動計画 

①二酸化炭素排出量削減の取組み 
【化石燃料使用量の削減】 
・朝礼で化石燃料削減の唱和を行う。 
・空吹かしを控える。 
・アイドリングストップを実施する。 
・タイヤの空気圧点検等の車両整備を定期的に実行する。 
・急発進・急停車のない運転を行う。 
・グリーンゾーンでの運行・ダンプを行う。 
・作動油・燃料フィルターの定期的な交換を行う。 
【電気使用量の削減】 
・朝礼で節電の唱和を行う。 
・エアコンの温度設定を行う（冷房：26～28℃/暖房：22～24℃） 
・作業状況に応じた照明を使用する。 
・設備を使用しないときは主電源から落とす。 
②廃棄物削減の為の取組み 
【廃棄物分別の徹底と削減】 
・朝礼で廃棄物削減の唱和を行う。 
・コピー用紙は裏紙を使用する等、可燃ゴミの削減を行う。 
・紙、ペットボトル、缶等を有価物へ転化する推進を行う。 
・コンポストを設置し生ゴミの堆肥化を行う（鳥越事業所） 
・ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟを回収し寄贈する。 
③水の使用量削減の為の取組み 
【節水活動の推進】 
・朝礼で節水の唱和を行う。 
・ホースにノズルを取り付け節水を行う。 
・大便器のフロートを調整し１回当りの使用水量を抑える。 
・節水コマの取り付けを行う。 
④3S活動の実施の為の取組み 
・全従業員がこまめな３Ｓを行う。 
 
 



４．環境目標及びその実績と次年度の取組み 

環境目標の達成状況 
過去の環境負荷実績及び、令和4年１月～１２月の目標と実績は 
以下の通りである。 
全社目標は下記の通りとなっており、各数値については次ページから 
のグラフを参照願います。 

環境目標 
目標/
実績 

単位 R4年度 
目標達成の
判定 

CO2排出量の削減 

目標 ㎏-CO2/百万円 １，５３０．４１以下 

〇 
実績 

㎏CO2/百万円 １，４４２.９６ 

総量（㎏-CO2） １，２７０，９９３.６８ 

廃棄物排出量の削減 

目標 ㎏/人 １．０３以下 

× 
実績 

㎏/人 １．１８ 

総量（Ｋｇ） １，１５５．９１ 

水使用量の削減 

目標 ㎥/百万円 ０．９３以下 

〇 
実績 

㎥/百万円 ０.９１ 

総量（㎥） ８１４ 

全社目標 

※購入電力の二酸化炭素排出係数については、九州電力の平成２５年度の実排出係数（0.613kg-CO2／kWh）を 
   使用しています。 

※廃棄物排出量の実績（kg/人）は総量に対し実績人数（年間合計978人）にて算出しております。 



各事業所目標 

事業所名 環境目標 目標/実績 単位 R4年度 
目標達成
の判定 

鳥越工場 

CO2排出量の削減 
目標 ㎏-CO2/百万円 1630.4 

〇 
実績 ㎏-CO2/百万円 1504.2 

廃棄物排出量の削減 
目標 ㎏/人 1.19 

× 
実績 ㎏/人 1.33 

水使用量の削減 
目標 ㎥/百万円 1.56 

× 
実績 ㎥/百万円 1.62 

リサイクル率の向上 
目標 ％ 90 

〇 
実績 ％ 95.25 

北九州工場 

CO2排出量の削減 
目標 ㎏-CO2/百万円 1257.9 

〇 
実績 ㎏-CO2/百万円 1135.1 

廃棄物排出量の削減 
目標 ㎏/人 0.86 

× 
実績 ㎏/人 1.23 

水使用量の削減 
目標 ㎥/百万円 0.56 

〇 
実績 ㎥/百万円 0.41 

リサイクル率の向上 
目標 ％ 60 

× 
実績 ％ 39.01 

三菱ﾏﾃﾘｱﾙ
構内事業所 

CO2排出量の削減 
目標 ㎏-CO2/百万円 1670.0 

〇 
実績 ㎏-CO2/百万円 1663.0 

廃棄物排出量の削減 
目標 ㎏/人 1.04 

× 
実績 ㎏/人 1.07 

水使用量の削減 
目標 ㎥/百万円 0.67 

× 
実績 ㎥/百万円 0.74 

※ 数値は各事業所売上高にて算出 



（１）二酸化炭素の削減について（全社） 

単位 
kg-CO2 

購入電力 灯油 ＬＰＧ 軽油 A重油 ガソリン 二酸化炭素総排出量 

Ｒ2年 120758 1177 108 1191384 623 34693 1348743 

Ｒ3年 135062 1125 124 1169632 0 34425 1340371 

Ｒ4年 157428 139 123 1080783 0 32518 1270993 
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本年度は鳥越工場設備本格稼働に伴い電気使用量が大幅に増
加した。燃料に関しては、大手顧客の県内工事低下に伴う発注量
の停滞と運転手等の人員不足等により軽油使用量が大幅に減っ
た。又、その分売上も低下した為、換算値が上昇した。 
 

※購入電力の二酸化炭素排出係数については、九州電力の平成２５年度の排出係数（0.613kg-CO2／kWh）を 
   使用しています。 

原単位 排出量 



（２）廃棄物の削減について（全社） 

全社 

R2年 1023.47 

R3年 1115.91 

R4年 1218.98 

1023.47 

1115.91 
1218.98 

0.96 
1.04 1.18 
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本年度は、人員不足により今まで有価にて処理を行っていた書類
を廃棄物として一括処理を行った。又、北九州工場控室の備品の
入替を行い、大量の廃棄物処理を行った為、大幅な処理量の増加
となった。 



（３）水の使用量削減について（全社） 

全社水の使用量 

Ｒ2年 827 

Ｒ3年 843 

Ｒ4年 814 

0.88 

0.87 
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水の使用量 

㎥/百万円 

排出量 原単位 

今年度は作業内での使用量自体は大きな変動なく安定していた
が、水道栓の閉め忘れにて2日間に渡り漏水した影響により1か月

のみ使用量が増加した。しかし、全体的には使用量は昨年に比べ
大幅に減少したが、売上低下の為、換算値は上昇した。 



（３）リサイクル率の向上について 

リサイクル率   

鳥越 北九州 

Ｒ2年 93.9 62.4 

Ｒ3年 94.53 55.52 

Ｒ4年 95.25 39.01 

93.90% 94.53% 95.25% 
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鳥越 

北九州 

排出量 

今年度、鳥越工場は埋めて処分場の減少に伴い顧客のリサイクル
化が進み、結果リサイクル率は向上した。北九州工場は大手顧客
等の仕事量が大幅減少した事に伴い、取扱中間処理量も大幅に
減り、選別しにくい廃棄物も多くリサイクル率も低下した。 



５．代表者による環境活動の取組結果の評価 

①環境経営システムが有効に機能しているか？ 
・機能している。３Ｓ活動の定着と安定を図る。 
 
②環境への取組みは適切に実施されているか？ 

・全体的によくできている。全体会議で事前に指摘箇所の抽出が出
来ており、会議の進行がスムーズになった。 
 
③環境方針について 

・令和３年１２月１０日改訂 行動指針にリサイクル率の向上を追加し
た。 
 
④環境目標・環境活動計画について 
・来年度の目標値はR4年の実績以下となるように目標として設定す
る。又、電気に関しては排出係数の見直しを行い変更する。 
・燃料の削減については燃費の良い車両に順次入れ替える。 
 
⑤実施体制 
・体制は現状のままとする。 
 
 



６．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

①二酸化炭素排出量1461.91以下に削減 
【化石燃料使用量の削減】 
・朝礼で化石燃料削減の唱和を行う。 
・テプラ・ラベル・ラミネートを活用して意識を向上させる。 
・空吹かしを控える。 
・アクセルペダルの踏込み代を調整する。 
・タイヤの空気圧点検等の車両整備を定期的に実行する。 
・急発進・急停車のない運転を行う。 
・グリーンゾーンでの運行を徹底する。 
・スロットル範囲を決め、適正な回転数で作業を行う。 
・荷役作業に応じてエコモードスイッチを使用する。 
・整備ﾉｰﾄ・日報等を活用し車両異常の早期発見に活かす。 
【電気使用量の削減】 
・朝礼で節電の唱和を行う。 
・自然光を利用し照明は必要な個所を点灯する。 
・エアコンの温度設定を行う（冷房：26～28℃/暖房：22～24℃） 
・エアコンフィルターを定期的に清掃する。 
・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞで室内の温度を管理する。 
・設備を使用しないときは主電源から落とす。 
・防犯用の照明をタイマーにする。 
②廃棄物排出量1.03以下に削減 
【廃棄物分別の徹底と削減】 
・朝礼で廃棄物削減の唱和を行う。 
・テプラ・ラベル・ラミネートを活用して意識を向上させる。 
・コピー用紙は裏紙を使用する等、可燃ゴミの削減を行う。 
・紙、ペットボトル、缶、割り箸等を有価物へ転化する推進を行う。 
・プルタブ等を回収し福祉協議会に寄贈する。 
・使い捨て容器の購入抑制 
・使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ回収ﾎﾞｯｸｽを設置しﾒｰｶｰ返却を行う。 
・ﾋﾞﾆｰﾙの分別を行い廃棄物を削減する。 
・消耗品ﾘｽﾄの作成。 
③総給水量0.93以下に削減 
【節水活動の推進】 
・朝礼で節水の唱和を行う。 
・テプラ・ラベル・ラミネートを活用して意識を向上させる。 
・ホースにノズルを取り付け節水を行う。 
・洗車の際は高圧洗浄機の吐出量を調整し使用水量を抑える。 
・大便器のフロートを調整し１回当りの使用水量を抑える。 
・月１回目視による漏水の点検を行う。 
④「整理」「整頓」「清掃」の徹底 
【整理整頓清掃の推進】 
・毎日事務所内の清掃を行う。 
・共有で使用する道具は使用頻度に応じた保管場所を決める。 



７．環境関連法規への違反、起訴等の有無 

・環境関連法規をチェックした結果、違反はありませんでした。 
・１年間、関係機関及び利害関係者からの苦情、起訴等はありません 
  でした。 

法律名称 遵守状況 

廃掃法 問題なし 

消防法 問題なし 

道路運送車両法 問題なし 

浄化槽法 問題なし 

建設リサイクル法 問題なし 

オフロード法 問題なし 

騒音防止法 問題なし 

フロン排出抑制法 問題なし 



８．地域社会への環境活動 

・苅田町環境美化活動への参加を行いました。 

・苅田町へペットボトルキャップ・プルタブ・切手・カレンダー 
を寄贈しました。 

ペットボトルキャップ      ６，９５７ｇ 

プルタブ      １２４．５ｇ 

切手        １５７ｇ 

カレンダー      ８，９２０ｇ 


